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   51 year old male entered the hospital with a chief complaint of gross hematuria last-
ting for a week prior to admission. Cystoscopic study revealed a tumor of a corn grain 
size seated at the upper portion of the bladder which had a blacky violet tint being 
outlined by a red halo. Partial resection of the bladder wall was performed. The tumor 
 5X7 mm in size was elevated from the wall. Histologically submucosal thickening with rich 
vascularization was revealed. Muscular layer was found intact. This case report represents 
the 18th case in the Japanese literature.
血管腫の多 くは先天性発育異常に よ る も の
で,一 般には胎生時の迷芽 よ り生ず ると し,或
いは血管壁 の先天性異常であるとされるが,通
常 は先天性崎型 として,過 誤腫Hamartoma
に含 められ,又 血管母斑 として も取扱われ る.
但 し真性腫瘍 とは一部 のものを除 き区別 され
ているものである.
血管腫 の発生部位は,単 純性血管腫は皮膚及
び皮下 に,時 として粘膜 に生 じ,海 綿状血管腫
は,皮 膚,皮 下組織 に発育 し,往 々筋肉 に,又
肝,腎 等の内臓諸器管にも稀 に見 られるもの で
あ るが,血 管腫が膀胱粘膜 に発生することは稀





















































交献上,本 疾患 の報告は比較的古 く,外 国で
は1869年Brocaの剖 検に よる第1例,1892年
Albarranの手 術 症 例 以 来,1958年Lia119
迄51例,佐藤 ・中野(1959)によれば58例の報
告があるとされ,本 邦 では阿久津(1919)の第
1例以来,藪 に報告 した症例を加えて18例で あ
る.
膀胱 に於 ける良性腫瘍中,非 乳頭状 のものは
稀で,Herman(1938)はBellignconnecti-
vetissueneoplasmとして一括 し,血 管腫 は
この内のAngiomataに当 るが,そ の膀胱 全
腫瘍に対する頻度はO.59%以 下 である.
血管腫の発生原 因については,古 くはUllna
が,子 宮内での圧迫が その発生 の役割の一部 を
演ずるとし,Virchowは皮 膚のembryonic
fissuresが,その患部 とに解剖学 的な閥係 を
有する点に注 目しているが,こ れらは皮膚に於
ける発生に関 してのもので,何 れも が す で に
古典であり,現 在 尚もその本態 は明かではな い
が,そ の発生 自体 は先天的異常 に基 いて後天性
に発生する皮膚及 び内臓諸器管 に於 ける限局性
異常であることには相異な く,す でに各文献 に
見られ る通 りである.
本疾患の症状は無症候性血尿 が主 であ り,こ
の臨床像及び診断 につ いてはHamer&Mertz
145
(1930)は「血尿 を主訴 と す る患者 に膀胱鏡 を
行 い,隆 起な きpurplecolorの表面やや凹凸
ある無茎 の腫瘤 を認めた ときは血管腫を考慮す
べ きで,そ の上患者が20才以下 であつて,体 の
他の部位 に母斑が存在す るときはその診断が一
層確実なものとなる」 と述べ ていて,こ れが本
疾患の総てを表現す るものと言い得・る.し か し
なが ら,こ の著者の集めた11例中で膀胱鏡的診
断 を下 し得た ものは4例 にすぎなかつたとして
いる.又Liangは その色調 をpurplecolor








あ り,佐 藤 中野の集 めた症 例中年令記載のあ
る61例中,20才以下が21例 であつて,Hamer
&Mertzの言 う如 く年令が 診断 の一助 となつ
ているが,本 邦に於 ては不明1例 を除 き,16例
中20才以下がわつかに4例 にすぎない.
性比 については,内 外文献共 に特異 な差は認
め られ ない.
身体各部位に血管腫 の存在 した症例はSegal
&Finkに よると9例 であ り,そ の内,陰 唇,
膣又 は陰茎等 の外陰部 にあ つ た も の4例 であ
り,そ の後2例 の報告が 加は り,又 本邦 に於て
も最近 に到 り植松及び佐藤 ・中野 により,い つ
れ も血管腫 を合併せ る症例 についての報告がな
され,そ の部位 も智 部,肛 門周囲,陰 部及 び下
肢であ り,こ の点 より膀胱鏡施行時に一応外陰
部附近 を検索 する必要があ ると思われ る.
血管腫の大いさは種 々で,Sega1&Finkの
40例中3cm又 はそれ以上の直径 のもの17例,
1～3cmも の12例,他の12例は1cm以 下 であ
るとしたが,そ の大 いさと出血 の程度 とは一致
す るものではな く,Laskownicki(1936)は
pinpointsizeの症例で5年 間 に亘 る 血尿 の
例 を報告 し,こ れに反 しLiangの第1例 は三
角部及び膀胱の右半全域 を しめるものであつた




膀胱 内存 在部位 は一定せず,や や頂部 に多い
様で あり,こ の ことは後述の治療方針 を樹 てる
上にやや有利であ ると思われ る.
各種腫瘍の診断を確定す る膀胱鏡的組織片 の
採取は本症例 については禁忌 とすべ き ことは,
その出血 より考えて当然 で あり,Sega1&Fink
も このことに触れ,強 い出血 のあつた ことを記
している.し か しながら経尿道的凝固術 の進歩
した現在 では,診 断上必要 な場合に これ を行つ
ている症 例も増 して来 ている.
合併症 と し て は 膀胱炎 の記載は散見 され る
が,北 村(1955>及びLiangは 血管腫 の圧迫
が原因 として考 えられ る水腎症 々例を報告 し,
北村は腎別除 に よ り血管腫の症状 が軽快 し,
Liangは血 管腫 の治療に よ り水腎症 の治癒が
あつたことを記 してい る.
皮膚に 於 け る 血管腫の治療は乱切,電 気分
解,電 気凝固,ラ ヂ ウム,Co60,P32照射,レ
ン トゲン照射,Radon針 打込,ア ル コール注
入等が行われているが,膀 胱 に於 てはSegal&
Finkによる と直径3cm以 上 で は12例 は易1」
除,2例 は電気焼灼,3例 は剖検 によるもので
あ り,1～2cmの ものでは2例 は剖検に より,
他4例 は切除,4例 は焼灼に より,1例 は高位
切開 により焼灼,1例 はア ドレナ リソの膀胱 内
注入 を行つて治療 している.又1cm以 下では
電気焼灼 を行 つた ものが大部分であ る.本 邦で
は鈴木 沼田(1951)は乳頭状癌 と誤診せ る症
例 につきRadon針 打込を行 つてい る.
尚その予後 につ い ては,Segal&Finkは手
術 を行 つた22例中切除後2例,焼 灼後2例 の4
例が数 ヵ月乃至5年後に再発 を見ているとし,焼
灼,切除共 に不充分 であつたことを示 してい る,
Liangは2例に総量2000γ宛 の レ ン トゲン
照射を行 い,組 織学的 にも完全 な治癒 を認 め,
広範 囲な外科的療 法を行 う前 に一応 レ線照射 を
試み るべ きであると述べ ているが,一 般に血管
腫に対する レ線照射 による根治的な治療効果 は
期待出来 ず,従 つ て再発 の可能性 も多いので,
手 術のやや困難な膀胱底部や三角部 を除 く部位
に 於 て は 膀 胱 部 分 切 除 が 理 想 的 で あ る と 考 え ら
れ る.
結 語
1)51才 の 男 子 に 見 ら れ た 膀 胱 血 管 腫 に 対 し
膀 胱 部 分 切 除 術 を 行 い 治 癒 せ し め 得 た.
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